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「医薬品および医療に関する意識調査」概要の報告 

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 
くすりの適正使用協議会(会長 大橋 勇郎

いさお

）はこの度、全国の成人男女 2,000名
を対象に「一般市民の医薬品および医療に関する意識調査」を実施しました。

同様の調査は 1999年 11月にも行なっております。今回の調査は、一般市民の
意識がその後どのように変化しているか、また慢性疾患で通院中の患者さんと

それ以外の人とで意識の違いはあるのか、更には、今後のＲＡＤ-ＡＲ活動(＊下
段に注釈)の方向を検討する基礎資料を得たい、などの目的で行なったものです。 
調査結果から、処方薬に対する認知度や説明への理解度が高まってきている

ことが読みとれ、これは印刷物を用いての説明、また調剤薬局の役割などが関

連していると考えられます。一方で、副作用関連の情報を一般市民が望んでい

るにもかかわらず、医療現場では十分に説明されていない、また、一般市民は

医師と薬剤師のそれぞれの役割に応じた情報提供を求めている、ことなども明

らかになっています。 
なお、慢性疾患の患者さんは、医薬品や医療に対する意識が概して高い傾向

にある、また、「学童期の段階から薬教育は必要」と一般市民が認識している、

などの結果は、今後大いに注目すべき事項と思われます。 
 
◆調査の概要 
・調査期間： 2005年 10月 13日(木)～18日(火) 
・調査方法： (株)日本能率協会総合研究所が保有するＦＡＸ調査パネルか

ら対象者を抽出条件に基づき選定、ＦＡＸによる調査票の

送付と回収を実施 
・調査対象： 全国の 20-69歳の成人男女 2,000名 

(回収率 80.4% 1,607名) 
・企画分析機関： スナッジ・ラボ(株) 

 
◆調査概要報告書 
  ・同封の添付資料でご報告いたします。           以 上 



 
＊くすりの適正使用協議会とは･････ 
くすりの適正使用協議会は、1989 年に創立され、医療用医薬品の評価研究からくすりの適正
使用の推進を目的とし、医療用医薬品製薬企業 27社と個人 2名で組織する任意団体です。 
当協議会は医薬品のベネフィットとリスクを科学的に客観的に検証し、社会に適正な医薬品情

報を提供し続けることが患者さんの真の利益につながるという認識のもとに、自主的にRAD-AR
レ ー ダ ー

活動を推進しています。RAD-AR（Risk/Benefit Assessment of Drugs-Analysis and Response

の略称）活動とは、医薬品が本質的に持っているリスク（好ましくない作用など）とベネフィ

ット（効能・効果や経済的便益など）を科学的に検証して分析を行い、その成果をもとにして

社会に正しい情報を提供し、医薬品の適正使用を推進すると共に、患者さんの利益に貢献する

一連の活動を意味します。 
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